
産業界では国内初のコールドスプレーを完成。

1品の加工から研究・開発・試作・大量生産まで対応できる体制を整備。
会社プロフィール

所在地： 埼玉県戸田市美女木2-1-12

資本金： 5,000万円

代表取締役： 深沼 博隆

従業員数： 50人

事業内容： セラミックス・金属・サーメットなどの溶射
埼玉県寄居町に主力工場を有するプラズマ技研工業株式会社は、溶射と呼ばれる特殊な表面処理加工を手がけています。

溶射とは、金属やセラミックなどのコーティング材料を加熱し、溶融または軟化させ微粒子状にしたものを、高速で基材に衝突させることにより皮膜を形成するコーティング技術の一種であり、皮膜の形成が非常に早く、幅広い材料への皮膜形成が可能であることが特長です。

飛行機の羽根やタービンに用いられている技術ですが、まだまだ日本ではなじみの薄い加工技術です。

1980年に現社長が設立、今では従業員50名をかかえています。

穏やかで知的な社長にお話を伺いました。
(1) 同社の営業スタイル
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「モノを作ること、自然科学、技術が好き。だって素直だからね。」

なぜこの業界に携わっているのか尋ねると、プラズマ技研の深沼社長は笑顔でこう答えられました。子供の頃は科学者になりたいと考えていたとか。興味のあることはとことん追求する、とても研究熱心な人とお見受けしました。

プラズマ技研を興したのは1980年7月。当時、表面処理を専門とする会社に勤めていた深沼社長は、何人かの友人と共に独立を図ったそうです。結果はすぐに実り、5・6年もすると既に今ほどの規模になっていたとのこと。

順調な滑り出しの背景には、深沼社長独自の戦略があったようです。

溶射の世界は、もともと重厚長大を顧客としていた。製鉄などの生産ライン、磨耗や補修を専門とする会社が多かったといいます。しかし、プラズマ技研は、あえて軽薄短小の小さなパーツ加工をメインにして、既存の溶射業界で競争しないようにしてきました。精密なものを大量生産するのが基本のスタイル。こうした独自の経営方針によって幅広い客層と、安定した地位を築いてきたと言えます。

また、プラズマ技研の売りは特殊な溶射（コールドスプレイ、HFPD）や難しいものが出来ること。もちろんその技術がプラズマ技研の全てではないとのことですが、この高度な技術がプラズマ技研のブランドを作り上げるのに、一役も二役も買っているのは間違いないでしょう。
(2) 社内のIT化
社内の IT 化については、入出荷データがリアルタイムで見られることで、経営判断が早くできるという理由から社内 LAN と入出荷管理システムを重視しているそうです。

既に、コンピューターは経営者にとって必需品であると感じているそうです。今後は、個々の製品まで管理できる生産管理システムを導入してゆきたいとのこと。

「事務的な作業は、やはりコンピューターが便利だと思う。早くて正確だし、第一コンピューターは言い訳しないでしょ。」とユーモアを交えながら語る深沼社長。
(3) インターネットの導入
同社がインターネットを会社に取り入れ始めたのは7年前。当初は特定の社員同士の中でのみメールのやり取りをしていたそうです。社長自身、昔からパソコンには興味があり、製造業としては早いスタートと言えるでしょう。

ホームページを始めたのは6年前。当時は回線が遅かったせいもあり、あまりアクセスがなかったようですが、最近ではひと月平均200回のアクセスがあるといいます。ネット受注を始めてから、世界でも通用するような元気の良い大手企業からの引き合いも多くなったといいます。

ネットからの新規受注は月平均で4～5件はあるというので、ホームページ開設による窓口の拡大効果はかなり大きいようです。

「溶射自体は、まだまだ世間的に認知度の低い分野。どうすればもっと分かり易く紹介できるのか、お客様はどの部分を知りたいのか、ニーズに答えてコンテンツを揃えていくよう心掛けている。その為に、まだまだ試行錯誤を繰り返していきたい。」と、今後のホームページ作りに関して意欲的に語ります。

今後も情報交換・管理や受注の窓口として、インターネット活用の未知なる可能性を求めた深沼社長の研究は続くことでしょう。
（文： 株式会社エヌシーネットワーク　金澤　亜希子）

--------------------------------------------------------------------------------

【関連サイトURL】

プラズマ技研工業株式会社： http://www.plasma.co.jp/
株式会社エヌシーネットワーク： http://www.nc-net.or.jp
